
五
一

定
家
筆
源
氏
物
語
奥
入
の
新
出
断
簡
に
ち
な
ん
で
（
池
田
）

定
家
筆
源
氏
物
語
奥
入
の
新
出
断
簡
に
ち
な
ん
で

池
　
　
田
　
　
和
　
　
臣

一　

定
家
筆
源
氏
物
語
奥
入
の
新
出
断
簡

藤
原
定
家
自
筆
の
国
宝
源
氏
物
語
奥
入
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
一
葉
が
新
出

し
た
（
図
1
）。
料
紙
は
斐
楮
交
ぜ
漉
き
、
縦
一
六
・
七
セ
ン
チ
、
横
一

四
・
九
セ
ン
チ
。
松
平
不
昧
旧
蔵
、
田
中
親
美
箱
書
、
森
川
如
春
庵
好
み
の

表
具
。
桝
形
本
で
一
面
八
行
に
わ
た
り
、

胡
蝶

　

か
め
の
う
へ
の
山　
　

蓬
莱
の
心

　
　

楽
府

　

眼
穿ウ

ケ
ナ
ム
ト
ス
レ
ト
モ

不
見
蓬
莱
嶋　

不サ
レ
ハ見
蓬
莱

図 1　新出定家筆奥入胡蝶巻



五
二

　

不
敢ア
ヘ

童
男
帰
丱ク
ワ
ン
チ
ヨ女
舟
中
老

　

徐シ
ヨ

福フ
ク

文
成
多オ
ホ
シ

㆓

誑ク
ヰ
ヤ
ウ
タ
ン誕

㆒

　

わ
か
そ
の
ヽ
梅
の
ほ
つ
え
に
う
く
ひ
す
の

　
　

ね
に
な
き
ぬ
へ
き
こ
ひ
も
す
る
か
な

と
あ
る
。
新
出
断
簡
の
虫
食
い
跡
と
原
本
の
近
接
す
る
丁
（
常
夏
巻
）
の
虫
食
い
跡
（
図
2
）
が
一
致
す
る
の
で
、
定
家
筆
奥
入
原
本
か

ら
切
り
出
さ
れ
た
も
の
に
間
違
い
な
い
。
定
家
筆
源
氏
物
語
奥
入
に
は
、
鷹
司
兼
冬
（
一
二
八
九
～
一
三
〇
八
）
に
よ
る
臨
模
本
（
図

3
）
が
伝
存
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
対
照
す
る
に
朱
の
声
点
・
フ
リ
カ
タ
カ
ナ
・
移
動
記
号
に
至
る
ま
で
異
同
は
な
い
。

図 2　常夏巻の虫食い跡

図 3　鷹司兼冬筆臨模本



五
三

定
家
筆
源
氏
物
語
奥
入
の
新
出
断
簡
に
ち
な
ん
で
（
池
田
）

漢
字
の
書
風
は
そ
れ
な
り
の
年
齢
を
感
じ
る
が
、
二
行
書
き
で
余
裕
を
も
っ
て
書
か
れ
た
和
歌
の
仮
名
の
書
風
は
、
鷹
揚
で
若
々
し
さ

を
感
じ
る
。
そ
れ
ほ
ど
の
老
筆
の
感
じ
は
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
定
家
筆
源
氏
物
語
奥
入
は
、
明
月
記
の
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）

二
月
一
六
日
（
六
四
歳
）
の
記
事
に
あ
る
、
家
中
の
小
女
等
に
書
写
さ
せ
た
「
源
氏
物
語
五
十
四
帖
」、
そ
の
各
帖
末
に
付
さ
れ
た
注

を
、
後
に
切
り
出
し
一
冊
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
嘉
禄
元
年
に
近
い
時
期
の
定
家
の
筆
跡
に
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
の
嘉
禄
二
年
本
古
今

和
歌
集
が
あ
る
。
新
出
奥
入
の
断
簡
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
わ
か
そ
の
ヽ
梅
の
ほ
つ
え
に
」
の
歌
は
古
今
集
の
歌
で
あ
り
、
同
じ
歌
が
嘉

禄
二
年
本
古
今
和
歌
集
に
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
跡
を
比
較
し
て
み
る
と
、
一
首
を
一
行
で
書
い
て
い
る
嘉
禄
二
年
本
古
今
和
歌

集
の
方
（
図
4
）
は
い
さ
さ
か
窮
屈
で
ぎ
こ
ち
な
い
感
じ
が
強
く
、
新
出
奥
入
の
方
は
一
首
二
行
書
き
な
の
で
の
び
の
び
と
し
た
感
じ
が

強
い
。
し
か
し
、
嘉
禄
二
年
本
古
今
和
歌
集
の
仮
名
序
の
部
分
で
一
首
二
行
書
き
し
て
あ
る
と
こ
ろ
（
図
5
）
は
、
奥
入
の
よ
う
に
の
び

図 5　�嘉禄二年本�
古今和歌集�
仮名序

図 4　�嘉禄二年本�
古今和歌集�
「わかそのゝ」



五
四

の
び
し
た
感
じ
が
あ
る
。

定
家
筆
奥
入
に
は
、
前
述
の
鷹
司
兼
冬
筆
鎌
倉
時
代
臨
模
本
（
高
野
辰
之
旧
蔵
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
）
を
含
め
、
三
本
の
臨
模
本
が

あ
る
。
他
の
二
本
（
東
山
御
文
庫
蔵
甲
本
と
同
乙
本
）
は
近
世
初
期
の
臨
模
で
、
霊
元
天
皇
の
指
示
に
よ
る
も
の
と
い
う
（
池
田
亀
鑑

『
源
氏
物
語
大
成
巻
七
研
究
資
料
編
』）。
鷹
司
兼
冬
臨
模
本
に
は
現
存
定
家
自
筆
奥
入
と
同
じ
く
、
蛍
・
篝
火
・
早
蕨
の
一
部
が
な
い
。

つ
ま
り
、
定
家
没
か
ら
鷹
司
兼
冬
臨
模
の
約
六
〇
年
の
間
に
、
す
で
に
そ
れ
ら
は
定
家
筆
原
本
か
ら
切
り
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
東

山
御
文
庫
甲
本
も
同
様
に
、
蛍
・
篝
火
・
早
蕨
の
一
部
が
な
い
。
し
か
し
、
東
山
御
文
庫
乙
本
は
、
さ
ら
に
花
宴
巻
一
丁
（
墨
付
き
は
丁

裏
の
み
）・
花
散
里
巻
一
丁
（
墨
付
き
は
丁
表
の
み
）・
関
屋
巻
一
丁
（
墨
付
き
は
丁
表
の
み
）・
胡
蝶
巻
二
丁
（
墨
付
き
は
一
丁
裏
・
二

丁
表
裏
）・
若
菜
上
巻
一
丁
（
墨
付
き
は
丁
表
の
み
）・
紅
梅
巻
一
丁
（
墨
付
き
は
丁
裏
の
み
）・
椎
本
巻
一
丁
（
墨
付
き
は
丁
裏
の
み
）・

夢
浮
橋
巻
一
面
（
裏
表
紙
）
の
、
八
巻
墨
付
き
九
面
が
切
り
出
さ
れ
て
い
る
（『
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
19　

奥
入　

原
中
最
秘
抄
』

貴
重
本
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
）。
東
山
御
文
庫
甲
本
が
作
ら
れ
た
後
、
乙
本
が
作
ら
れ
る
ま
で
の
極
短
い
間
に
、
定
家
自
筆
奥
入
原
本

か
ら
こ
れ
ら
が
切
り
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
無
論
、
現
存
定
家
自
筆
奥
入
に
は
こ
れ
ら
は
存
在
し
な
い
。
新
出
断

簡
は
、
こ
の
う
ち
の
胡
蝶
巻
の
一
丁
目
裏
に
当
た
る
一
葉
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
本
断
簡
に
付
属
す
る
藤
谷
為
條
の
折
紙
に
よ
っ
て
、
東
山
御
文
庫
甲
本
臨
模
の
後
、
乙
本
が
臨
模
さ
れ
る
前
に
、
八
巻
墨

付
き
九
面
が
切
り
出
さ
れ
た
時
期
が
あ
る
程
度
特
定
で
き
る
。
折
紙
に
は
「
色
紙
形 

か
め
の
う
へ

の
山

一
軸
／
右
京
極
黄
門
定
家
卿
／
正
筆
無
疑

見
事
ニ
／
存
候
尤
可
為
秘
蔵
／
者
也
／
藤
谷
前
中
納
言
／
延
宝
弐
五
月
下
旬　

為
條
花
押
」
と
あ
る
。
上
冷
泉
家
分
家
の
藤
谷
為
條
が
定

家
真
筆
と
極
め
て
い
る
の
だ
が
、
為
條
の
む
す
め
は
霊
元
天
皇
（
一
六
五
四
～
一
七
三
二
、
在
位
一
六
六
三
年
三
月
五
日
～
一
六
八
七
年

五
月
二
日
）
に
掌
侍
と
し
て
仕
え
て
い
て
、
霊
元
天
皇
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
定
家
筆
奥
入
を
臨
模
さ
せ
東
山
御
文
庫
甲
本
と

乙
本
を
作
ら
せ
た
の
は
霊
元
天
皇
そ
の
人
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
霊
元
天
皇
と
冷
泉
家
文
庫
は
関
係
が
深
く
、
冷
泉
家
の
書
籍
を
勅
封
し

た
り
（
寛
文
頃
か
ら
享
保
六
年
─
一
七
二
二
─
八
月
二
八
日
ま
で
）、
大
量
の
書
籍
を
転
写
さ
せ
た
り
し
た
（
貞
享
二
年
─
一
六
八
五
─

四
月
・
五
月
）。
そ
れ
は
さ
て
措
き
、
東
山
御
文
庫
甲
本
の
臨
模
の
後
、
乙
本
が
臨
模
さ
れ
る
前
に
、
胡
蝶
を
含
む
八
巻
墨
付
き
九
面
が

切
り
出
さ
れ
た
わ
け
で
、
そ
の
切
り
出
し
に
は
霊
元
天
皇
が
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
う
か
が
わ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
天
皇
の
掌
侍
の
父
で
あ



五
五

定
家
筆
源
氏
物
語
奥
入
の
新
出
断
簡
に
ち
な
ん
で
（
池
田
）

る
藤
谷
為
條
が
定
家
真
筆
の
折
紙
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
五
月
の
頃
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
定
家
筆
奥
入
原
本
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
関
屋
巻
一
葉
（
畠
山
記
念
館
蔵
）・
椎
本
巻
一
葉

（
尾
上
八
郎
旧
蔵
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
古
筆
学
大
成
25　

漢
籍
・
仏
書
・
其
の
外
』（
講
談
社
、
一
九
九
三
年
）
の
「
未
詳
歌

学
書
」
の
項
に
③
藤
原
定
家
筆
未
詳
歌
学
書
切
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
（
根
津
美
術
館
蔵
）
は
、
若
菜
上
巻
の
一
面
で
あ
る
。
こ

れ
ら
に
新
出
胡
蝶
巻
一
面
を
加
え
、
四
葉
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、『
古
筆
学
大
成
24　

物
語
注
釈
二
・
物
語
・
歌
論
・
歌

謡
』（
講
談
社
、
一
九
九
三
年
）
に
④
伝
藤
原
定
家
筆
催
馬
楽
切
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
や
は
り
奥
入
胡
蝶
巻
の
二
丁
裏
に

当
た
る
一
面
で
あ
る
。
し
か
し
、
解
説
に
よ
れ
ば
「
料
紙
は
薄
墨
色
を
呈
し
て
い
る
の
で
、
漉
き
返
し
紙
」
で
あ
り
、「
後
世
の
写
し
」

と
い
う
。
切
り
出
さ
れ
た
断
簡
の
さ
ら
な
る
写
し
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
原
本
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
も
の
に
は
数
え
な
い
で

お
く
。

な
お
、
定
家
筆
源
氏
物
語
奥
入
原
本
は
昭
和
二
〇
年
代
ま
で
冷
泉
家
の
蔵
に
伝
存
し
て
い
た
ら
し
い
（
反
町
茂
雄
『
天
理
図
書
館
の
善

本
稀
書
』
八
木
書
店
、
一
九
八
〇
年
）。

二　

定
家
自
筆
源
氏
物
語
奥
入
と
そ
の
奥
書

藤
原
定
家
自
筆
の
国
宝
源
氏
物
語
奥
入
は
、
六
半
本
と
か
桝
形
本
と
か
い

わ
れ
る
正
方
形
の
冊
子
本
で
あ
る
。
粘
葉
装
で
濃
い
藍
色
の
表
紙
。
巻
末
に

奥
書
（
図
6
）
が
あ
り
、
こ
の
冊
子
本
の
成
立
事
情
が
わ
か
る
。

此
愚
本
、
求
数
多
旧
手
跡
之
本
、
抽
彼
是
用
捨
。
短
慮
所
及
、
雖
有
琢

磨
之
志
、
未
及
九
牛
之
一
毛
、
井
蛙
之
浅
才
、
寧
及
哉
。
只
可
招
嘲

弄
、
纔
雖
有
勘
加
事
、
又
是
不
足
言
、
未
及
尋
得
。
以
前
依
不
慮
事

図 6　奥 入 奥 書



五
六

悪
徒
此
本
披
露
於
華
夷
、
遐
迩
門
々
戸
々
書
写
、
預
誹
謗
云
々
。
雖
後

悔
無
詮
、
懲
前
事
、
毎
巻
奥
所
註
付
僻
案
、
切
出
為
別
紙
之
間
、
歌
等

多
切
失
了
。
旁
難
堪
恥
辱
之
外
無
他
、
向
後
可
停
止
他
見
。
非
人
桑
門

明
静

定
家
の
愚
本
（
源
氏
物
語
写
本
）
は
、
あ
ま
た
の
古
写
本
を
探
し
求
め
、

本
文
を
あ
れ
こ
れ
選
定
し
校
訂
し
、
自
説
の
注
を
加
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
人
々
が
借
り
出
し
書
写
し
、
誹
謗
中
傷
し
た
。
後
悔
し
て
も
詮
無
き

こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
懲
り
て
各
巻
の
巻
末
に
付
し
た
注
を
切
り
出
し
て

一
冊
に
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
他
見
を
禁
ず
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

署
名
は
法
名
「
明
静
」
で
あ
る
の
で
、
こ
の
奥
書
は
定
家
が
出
家
し
た
天

福
元
年
（
一
二
三
三
）
一
〇
月
一
一
日
以
降
、
七
二
歳
以
降
に
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
定
家
筆
土
佐
日
記
の
奥
書
は
文
暦
二
年
（
一
二
三

五
）
五
月
一
三
日
で
、
定
家
七
四
歳
の
筆
跡
で
あ
る
が
、
奥
入
の
奥
書
は
土

佐
日
記
の
奥
書
（
図
7
）
よ
り
震
え
が
少
な
い
。
奥
入
の
奥
書
は
七
三
歳
頃

か
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
奥
入
の
奥
書
が
書
か
れ
た
の
は
、
源
氏
物
語
写

本
の
各
巻
末
の
勘
物
を
切
り
出
し
て
一
冊
に
し
た
時
で
あ
る
が
、
奥
入
の
本
文
が
書
か
れ
た
の
は
そ
れ
よ
り
か
な
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。

三　

�

定
家
筆
奥
入
の
本
文
が
書
か
れ
た
時
期　

そ
の
一

で
は
、
奥
入
の
本
文
が
書
か
れ
た
の
は
い
つ
頃
で
あ
ろ
う
か
。
定
家
の
日
記
明
月
記
に
は
、
源
氏
物
語
の
書
写
に
関
し
て
何
箇
所
か
の

図 7　土佐日記奥書



五
七

定
家
筆
源
氏
物
語
奥
入
の
新
出
断
簡
に
ち
な
ん
で
（
池
田
）

記
事
が
存
在
す
る
。
こ
れ
を
概
観
す
る
こ
と
で
、
定
家
筆
奥
入
の
本
文
の
成
立
時
期
が
明
ら
か
に
な
る
。

・
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
二
月
二
四
日　

四
四
歳　
「
昏
黒
参
法
性
寺
殿
、
召
御
前
源
氏
物
語
事
被
仰
」。

夜
に
藤
原
兼
実
に
呼
ば
れ
参
上
、
源
氏
物
語
の
こ
と
を
仰
せ
に
な
っ
た
。
源
氏
物
語
に
つ
い
て
の
い
か
な
る
話
で
あ
っ
た
か
書
か
れ
て

い
な
い
。
が
、
兼
実
の
息
子
藤
原
良
経
の
命
で
選
ん
だ
物
語
二
百
番
歌
合
と
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
元
久
二
年
に

近
い
頃
の
資
料
に
、
定
家
自
筆
本
物
語
二
百
番
歌
合
の
下
冊
奥
書
が
あ
り
、「
此
歌
先
年
依
後
京
極
殿
仰
、
給
宣
陽
門
院
御
本
物
語
、
所

撰
進
也
、
私
草
被
借
失
了
、
仍
更
求
書
写
本
、
令
書
留
之
」
と
あ
る
。
物
語
二
百
番
歌
合
は
後
京
極
良
経
の
仰
せ
で
選
ん
だ
の
で
あ
る
か

ら
、
良
経
の
死
没
の
元
久
三
年
（
一
二
〇
六
）
三
月
七
日
以
前
の
成
立
で
あ
り
、
兼
実
か
ら
源
氏
物
語
の
こ
と
に
つ
い
て
仰
せ
が
あ
っ
た

元
久
二
年
二
月
二
四
日
か
ら
最
大
で
一
年
程
度
し
か
離
れ
て
い
な
い
。
物
語
二
百
番
歌
合
は
良
経
だ
け
で
な
く
、
そ
の
父
兼
実
の
意
向
も

関
与
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
か
。
そ
れ
は
と
に
か
く
、
留
意
し
た
い
の
は
、
物
語
二
百
番
歌
合
を
選
ん
で
い
た
元
久
二
～
三
年
初
め

（
一
二
〇
五
～
一
二
〇
六
初
め
）
の
頃
、
定
家
は
源
氏
物
語
写
本
を
所
持
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
宣
陽
門
院
（
後
白
河
院
内
親
王
）

か
ら
源
氏
物
語
な
ど
の
物
語
写
本
を
借
覧
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
有
名
な
い
わ
ゆ
る
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
二
月
一
六
日
の
記
事

（
詳
細
は
後
述
。
な
お
元
仁
二
年
か
ら
嘉
禄
元
年
へ
の
改
元
は
四
月
二
〇
日
な
の
で
正
確
に
は
元
仁
二
年
二
月
一
六
日
で
あ
る
）、
す
な
わ

ち
建
久
の
頃
（
一
一
九
〇
～
一
一
九
八
）
に
家
本
の
源
氏
物
語
写
本
を
盗
ま
れ
て
以
来
、
源
氏
物
語
を
所
持
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
記

事
と
、
符
合
す
る
こ
と
に
な
る
。

・
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
一
二
月
七
日　

四
四
歳　
「
七
日
、
天
晴
、
自
院
有
召
、
未
時
許
馳
参
、
依
復
日

束
帯
、
以
清
範
朝
臣
被

仰
云
、
物
語
之
中
歌
可
書
進
源
氏
以

下
也

、
与
有
家
朝
臣
承
此
事
、
但
荒
涼
無
極
、
仍
粗
書
出
歌
事
宜
物
語
名
、
経
奏
覧
、
此
等
可
書
由
有
仰

事
、」

後
鳥
羽
院
の
命
で
有
家
と
と
も
に
源
氏
以
下
の
物
語
の
歌
を
書
き
出
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
述
べ
た
よ
う
に
、
元
久
二
～
三

年
初
め
（
一
二
〇
五
～
一
二
〇
六
初
め
）
の
頃
、
つ
ま
り
良
経
の
命
で
物
語
二
百
番
歌
合
を
選
ん
で
い
た
頃
、
定
家
は
源
氏
物
語
を
所
持

し
て
お
ら
ず
、
宣
陽
門
院
（
後
白
河
院
内
親
王
）
か
ら
借
り
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
一
二
月
七
日
の
源
氏
以
下
の
物
語
の
歌
を
書
き
出
せ
と
い
う
後
鳥
羽
院
の
命
は
、
物
語
二
百
番



五
八

歌
合
の
噂
を
聞
い
て
の
行
為
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
そ
う
す
る
と
物
語
二
百
番
歌
合
の
方
が
先
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
か
。
そ

れ
は
と
に
か
く
、
元
久
二
～
三
年
（
一
二
〇
五
～
一
二
〇
六
）
頃
、
定
家
は
源
氏
を
所
持
し
て
お
ら
ず
、
宣
陽
門
院
本
を
借
り
て
い
た
の

で
あ
る
。
樋
口
芳
麻
呂
氏
は
定
家
は
当
然
、
源
氏
と
狭
衣
は
所
持
し
て
い
た
と
す
る
が
（「
源
氏
狭
衣
百
番
歌
合
考

─
部
類
・
配
列
を

中
心
に

─
」『
愛
知
大
学
国
文
学
』
一
九
七
一
年
三
月
）、
当
然
と
す
る
だ
け
で
根
拠
は
な
に
も
示
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
明
月
記
建

永
二
年
（
一
二
〇
七
）
五
月
一
六
日
（
四
六
歳
）
の
記
事
に
、
後
鳥
羽
院
か
ら
「
狭
衣
歌
可
書
進
由
有
仰
事
、
未
時

　
　

、
即
馳
筆
乗
燭
持
参
、

付
清
範
」
と
あ
り
、
狭
衣
は
所
持
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
現
存
定
家
筆
物
語
二
百
番
歌
合
は
、
手
元
に
残
し
た
私
本
を
何
人

か
に
貸
し
失
い
、
七
〇
歳
頃
に
（
久
曾
神
説
、
筆
跡
か
ら
）
再
書
写
さ
せ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
と
に
か
く
、
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
一
二
月
七
日
、
後
鳥
羽
院
に
源
氏
物
語
な
ど
か
ら
歌
の
選
抜
を
命
じ
ら
れ
た
時
、
定
家

は
源
氏
物
語
を
所
持
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
時
期
に
定
家
筆
奥
入
は
書
か
れ
る
は
ず
が
な
い
。

四　

定
家
筆
奥
入
の
本
文
が
書
か
れ
た
時
期　

そ
の
二�

─
嘉
禄
元
年
書
写
の
源
氏
物
語
は
四
半
本
か
桝
形
本
か

─

・
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
二
月
一
六
日
（
六
四
歳
）　
「
自
去
年
十
一
月
、
以
家
中
小
女
等
、
令
書
源
氏
物
語
五
十
四
帖
、
昨
日
表
紙

訖
。
今
日
書
外
題
。
生
年
依
懈
怠
、
家
中
無
此
物
建
久
之
頃

被
盗
失
了
、
無
証
本
之
間
、
尋
求
所
所
、
雖
見
合
諸
本
、
猶
狼
藉
未
散
不
審
、
雖
狂
言

綺
語
、
鴻
才
之
所
作
、
仰
之
弥
高
、
鑽
之
弥
堅
、
以
短
慮
寧
弁
之
哉
。」

前
年
の
元
仁
元
年
（
一
二
二
四
）
一
一
月
か
ら
家
中
の
小
女
等
に
書
写
さ
せ
た
「
源
氏
物
語
五
十
四
帖
」
が
で
き
あ
が
り
、
昨
日
表
紙

付
け
を
終
え
、
今
日
そ
の
外
題
を
書
い
て
完
成
し
た
。
建
久
の
頃
（
一
一
九
〇
～
一
一
九
八
）
に
家
本
の
源
氏
物
語
を
盗
ま
れ
て
以
来
、

長
年
写
本
作
り
を
怠
け
て
こ
の
物
が
な
か
っ
た
。
こ
の
写
本
を
完
成
し
た
後
、
信
頼
す
べ
き
証
本
が
な
か
っ
た
の
で
、
あ
ち
こ
ち
源
氏
物

語
の
諸
本
を
尋
ね
求
め
て
見
比
べ
比
校
し
た
が
、
ひ
ど
く
本
文
が
乱
れ
て
お
り
な
お
不
審
の
箇
所
が
多
く
残
っ
た
。
罪
深
い
狂
言
綺
語
の

物
語
で
あ
る
が
、
紫
式
部
の
才
能
は
す
ば
ら
し
く
、
自
分
の
浅
い
思
慮
で
は
ど
う
し
て
解
決
で
き
よ
う
か
。
諸
本
を
校
合
し
た
が
、
解
決



五
九

定
家
筆
源
氏
物
語
奥
入
の
新
出
断
簡
に
ち
な
ん
で
（
池
田
）

で
き
な
い
と
こ
ろ
が
残
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
り
、
こ
の
本
は
校
合
本
で
あ
り
、
証
本
と
い
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
嘉
禄
元
年
書
写
本
を
現
存
す
る
定
家
筆
四
半
本
青
表
紙
本
（
花
散
里
・
行
幸
・
柏
木
・
早
蕨
の
四
帖
と
最
近
発
見
の
若
紫
）
と
す

る
の
が
、
か
つ
て
は
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
最
近
の
研
究
で
は
そ
れ
は
否
定
さ
れ
、
枡
形
本
奥
入
の
本
体
の
写
本
が
こ
れ
に
当
た
る

と
す
る
説
が
有
力
に
な
っ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
①
帖
末
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
桝
形
自
筆
奥
入
に
は
帖
末
の
本
文
が
残
存
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
定
家
に
よ
る

他
本
と
の
校
合
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
家
の
証
本
と
は
い
え
な
い

─
対
し
て
現
存
四
半
本
は
校
合
跡
な
く
家
の
証
本
ら
し
い

（
な
お
、
了
悟
『
源
氏
物
語
本
事
』
に
記
す
定
家
本
は
各
巻
に
注
が
あ
る
と
い
う
か
ら
、
定
家
自
身
に
よ
っ
て
帖
末
の
奥
入
が
切
り
出
さ

れ
た
枡
形
本
で
は
な
く
現
存
四
半
本
を
指
し
て
い
る
よ
う
だ
）。
②
安
貞
元
年
一
〇
月
一
三
日
（
一
二
二
七
年
一
一
月
二
三
日
）
条
（
六

六
歳
）
に
、「
日
来
給
置
源
氏
二
部
、
返
上
于
室
町
殿
以
家
本
粗
見
合

用
捨
其
詞　

」
と
あ
り
、
室
町
殿
（
道
家
）
か
ら
借
り
て
い
た
源
氏
物
語
二
部
を

「
家
本
」
と
「
見
合
」
せ
「
用
捨
其
詞
」（
校
合
）
し
て
返
上
し
た
、
と
あ
る
。
こ
の
家
本
が
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
二
月
一
六
日
に
完

成
し
た
本
で
あ
り
、
完
成
後
に
他
本
を
借
り
て
校
合
し
て
い
た
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
。

そ
し
て
、
以
下
の
如
く
、
嘉
禄
元
年
の
源
氏
物
語
写
本
の
後
、
源
氏
物
語
書
写
の
記
事
が
多
く
な
る
。
こ
れ
以
前
に
源
氏
物
語
の
家
本

が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

・
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
五
月
二
六
日
の
条
（
六
五
歳
）　
「
雖
手
振
目
盲
依
黄
門
懇
切
承
明
門
院
姫
宮
源
氏
物
語
之
内
三
帖
紅
葉
賀
未

通
女
藤
裏
葉
書
進
之
」。

承
明
門
院
姫
宮
か
ら
所
望
さ
れ
た
た
め
「
紅
葉
賀
」「
未
通
女
」「
藤
裏
葉
」
三
帖
を
書
き
進
ぜ
た
。

・
安
貞
元
年
（
一
二
二
七
）
一
〇
月
一
三
日
の
条
（
六
六
歳
）　
「
日
来
給
置
源
氏
二
部
、
返
上
于
室
町
殿
以
家
本
粗
見

合
用
捨
其
詞
」。

室
町
殿
（
道
家
）
か
ら
借
り
て
い
た
源
氏
物
語
二
部
を
「
家
本
」
と
「
見
合
」
せ
「
用
捨
其
詞
」（
校
合
）
し
て
返
上
し
た
。
先
述
の

と
お
り
、
定
家
自
筆
奥
入
に
付
属
す
る
残
存
本
文
に
見
え
る
校
合
跡
と
推
察
さ
れ
る
。

・
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）
三
月
二
七
日
の
条
（
六
九
歳
）　
「
午
時
参
殿
、
…
…
給
源
氏
物
語
料
紙
草
子
、
老
筆
更
不
可
叶
事
也
、
桐
壺

可
書
由
被
仰
甚
見
苦
事
歟
」。



六
〇

「
桐
壺
」「
紅
葉
賀
」
を
書
く
よ
う
命
じ
ら
れ
る
。

・
同
年
（
一
二
三
〇
）
三
月
二
八
日
の
条
（
六
九
歳
）　
「
書
源
氏
桐
壺
巻
老
眼
悪
筆
為
料
紙
不
便
」。

「
桐
壺
」
を
書
く
こ
と
渋
る
。（
老
眼
悪
筆
を
嘆
い
て
い
る
）

・
同
年
（
一
二
三
〇
）
四
月
三
日
の
条
（
六
九
歳
）　
「
今
日
又
書
源
氏
紅
葉
賀
不
能
書
終
」。「
紅
葉
賀
」
を
書
き
終
え
ら
れ
ず
。

・
同
年
（
一
二
三
〇
）
四
月
四
日
の
条
（
六
九
歳
）　
「
書
源
氏
之
間
、
口
熱
発
歯
痛
朽
歯
極
弱
付
苧
、
如
少
年
嬰
児
引
落
了
」。

源
氏
物
語
を
書
く
間
、
発
熱
歯
痛
が
あ
っ
た
。

・
同
年
（
一
二
三
〇
）
四
月
六
日
の
条
（
六
九
歳
）　
「
…
…
予
所
書
源
氏
桐
壺
紅
葉
賀
二
帖
今
日
進
之
」。

「
桐
壺
」
と
「
紅
葉
賀
」
を
完
成
さ
せ
て
進
呈
し
た
。

・
同
年
（
一
二
三
〇
）
四
月
二
六
日
の
条
（
六
九
歳
）　
「
付
重
房
進
入
源
氏
一
帖
夕
顔
忠
明
中
将
所
書
也
」。

「
夕
顔
」
巻
は
忠
明
中
将
が
分
担
書
写
し
た
こ
と
を
知
る
。

こ
の
よ
う
に
、
嘉
禄
元
年
の
源
氏
物
語
写
本
の
後
、
源
氏
物
語
書
写
の
記
事
が
多
く
な
る
の
は
、
こ
れ
以
前
に
源
氏
物
語
の
家
本
が
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
二
月
一
六
日
に
完
成
し
た
源
氏
物
語
写
本
は
桝
形
本
で
あ
り
、
現
存
自
筆
奥
入
が
帖
末

に
付
さ
れ
て
い
た
本
な
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
定
家
は
こ
れ
よ
り
後
、
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
一
〇
月
一
一
日
に
出
家
（
七
二
歳
）、
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
八
月

二
〇
日
に
八
〇
歳
で
没
し
た
。

五　

藤
本
孝
一
説
と
学
会
の
定
説

藤
本
孝
一
氏
は
、『
日
本
の
美
術
468
『
定
家
本
源
氏
物
語
』
冊
子
本
の
姿
』（
至
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
五
月
）・『
定
家
本　

源
氏
物
語　

若
紫
』「
解
題
」（
八
木
書
店
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
で
、
大
島
本
や
定
家
筆
源
氏
物
語
に
つ
い
て
の
論
説
を
展
開
し
て
い
る
。
特
に
、
後

者
に
関
連
し
て
は
定
家
本
若
紫
巻
の
新
発
見
の
新
聞
報
道
が
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
行
わ
れ
、
江
湖
の
耳
目
を
引
い
た
。
し
か
し
、
氏
の



六
一

定
家
筆
源
氏
物
語
奥
入
の
新
出
断
簡
に
ち
な
ん
で
（
池
田
）

論
説
は
国
文
学
に
お
け
る
新
し
い
研
究
成
果
を
参
照
し
て
い
な
い
憶
説
・
誤
考
を
多
く
含
む
と
、
批
判
を
受
け
て
い
る
（
佐
々
木
孝
浩

『
日
本
古
典
書
誌
学
論
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
六
年
・
佐
々
木
孝
浩
「『
源
氏
物
語
』
本
文
研
究
の
蹉
跌

─
「
若
紫
」
帖
発
見
報
道
を
め

ぐ
っ
て

─
」『
日
本
文
学
』
二
〇
二
〇
年
七
月
・
新
美
哲
彦
「
新
出
「
若
紫
」
巻
の
本
文
と
巻
末
付
載
「
奥
入
」

─
定
家
監
督
書
写

四
半
本
『
源
氏
物
語
』
と
の
関
係
を
中
心
に
」『
中
古
文
学
』
第
一
〇
六
号
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
に
詳
細
か
つ
具
体
的
に
誤
考
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
）。

新
聞
報
道
や
出
版
物
は
一
度
活
字
化
さ
れ
る
と
一
人
歩
き
を
し
広
が
っ
て
行
く
。
特
に
新
聞
報
道
は
影
響
が
大
き
く
、
報
道
へ
の
批
判

を
受
け
て
訂
正
を
掲
載
す
る
こ
と
も
な
い
の
で
、
学
会
の
専
門
的
論
文
な
ど
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ
一
般
の
人
々
は
、
誤
考
を
信
じ
て
し
ま

う
。
藤
本
氏
論
説
は
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
定
家
筆
源
氏
物
語
奥
入
（
桝
形
本
）
と
も
関
わ
る
の
で
、
重
要
な
点
に
つ
い
て
の
み
、
藤
本

説
と
そ
れ
へ
の
批
判
を
改
め
て
簡
略
に
記
し
て
お
く
。

・
藤
本
説
①
、
建
久
年
間
に
盗
ま
れ
た
家
の
証
本
は
、
父
で
あ
り
当
主
で
あ
る
俊
成
所
持
本
で
あ
り
、
建
久
の
頃
の
盗
難
以
降
も
、
定
家

は
自
分
の
源
氏
物
語
写
本
は
持
っ
て
い
た
。
論
拠
は
、
先
に
掲
げ
た
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
一
二
月
七
日
の
明
月
記
の
記
事
、
後
鳥

羽
院
の
命
で
有
家
と
と
も
に
源
氏
以
下
の
物
語
の
歌
を
書
き
出
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
記
事
。

し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
元
久
二
～
三
年
初
め
（
一
二
〇
五
～
一
二
〇
六
初
め
）
の
頃
、
つ
ま
り
良
経
の
命
で
物
語
二
百
番

歌
合
を
選
ん
で
い
た
頃
、
定
家
は
源
氏
物
語
を
所
持
し
て
お
ら
ず
、
宣
陽
門
院
（
後
白
河
院
内
親
王
）
か
ら
借
り
て
い
た
。

・
藤
本
説
②
、
明
月
記
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
二
月
一
六
日
の
記
事
の
源
氏
物
語
は
、
定
家
筆
四
半
本
（
花
散
里
・
行
幸
・
柏
木
・
早

蕨
の
四
帖
と
最
近
発
見
の
若
紫
）
で
あ
り
、
家
の
証
本
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
待
井
新
一
氏
は
、
自
筆
奥
入
残
存
本
文
に
は
定
家
の
校
合
跡
が
あ
る
ゆ
え
、
家
の
証
本
で
は
な
く
、
校
合
過
程
の
定

家
手
沢
本
で
あ
る
と
す
る
（「
源
氏
物
語
『
奥
入
』
成
立
考

─
「
定
家
小
本
」
と
の
関
連
に
つ
い
て

─
」『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
六

〇
年
四
月
）。
前
述
し
た
よ
う
に
、
明
月
記
安
貞
元
年
（
一
二
二
七
）
一
〇
月
一
三
日
の
記
事
に
、
室
町
殿
（
道
家
）
か
ら
源
氏
物
語
を

借
覧
し
校
合
、
私
本
を
道
家
に
見
せ
た
と
あ
り
、
こ
の
校
合
し
た
私
本
が
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
二
月
一
六
日
書
写
の
枡
形
本
で
あ

る
。



六
二

ま
た
、
加
藤
洋
介
氏
は
本
文
脱
文
か
ら
（「
青
表
紙
本
源
氏
物
語
の
目
移
り
」『
国
文
学
』
学
燈
社
、
一
九
九
九
年
四
月
）、
佐
々
木
孝

浩
氏
は
桝
形
本
奥
入
に
残
存
す
る
巻
末
本
文
の
書
写
様
式
（
散
ら
し
書
き
）
な
ど
か
ら
、
嘉
禄
元
年
の
明
月
記
に
記
さ
れ
て
い
る
源
氏
物

語
は
六
半
本
の
方
と
す
る
。
六
半
本
は
定
家
本
で
な
い
本
文
で
あ
っ
た
が
、
校
訂
を
加
え
る
こ
と
で
定
家
本
に
な
り
、
そ
れ
を
元
に
し
て

七
〇
歳
代
に
作
成
さ
れ
た
証
本
が
四
半
本
で
あ
る
と
す
る
（『
日
本
古
典
書
誌
学
論
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
六
年
）。

つ
ま
り
、
嘉
禄
元
年
二
月
一
六
日
に
で
き
あ
が
っ
た
源
氏
物
語
写
本
は
桝
形
六
半
本
で
あ
り
、
そ
の
巻
末
か
ら
切
り
出
さ
れ
一
冊
に
仕

立
て
ら
れ
た
の
が
、
現
存
す
る
国
宝
奥
入
な
の
で
あ
る
。

・
藤
本
説
③
、
大
島
本
若
紫
巻
最
後
の
四
行
は
俊
成
風
の
筆
跡
で
書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
定
家
青
表
紙
原
本
（
四
半
本
）
の
筆
跡
を
写

し
た
も
の
で
、
そ
の
定
家
青
表
紙
原
本
の
筆
跡
は
俊
成
本
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
俊
成
の
筆
跡
を
そ
の
最
期
の
四
行
の
み
臨
模
し
た

の
だ
と
い
う
。

こ
れ
が
事
実
な
ら
、
俊
成
本
→
定
家
本
→
大
島
本
と
継
承
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
小
説
の
よ
う
な
面
白
さ
が
あ
る
が
、
新
発
見
の
定
家

筆
青
表
紙
本
（
四
半
本
）
若
紫
巻
の
最
後
の
四
行
は
俊
成
筆
跡
の
臨
模
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
皮
肉
な
こ
と
に
新
発
見
の
定
家
筆
青

表
紙
本
（
四
半
本
）
若
紫
巻
が
、
藤
本
説
が
ま
っ
た
く
の
想
像
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
大
島
本

若
紫
巻
最
後
の
四
行
が
俊
成
風
の
筆
跡
で
あ
る
と
い
う
こ
と
自
体
、
主
観
的
判
断
に
過
ぎ
な
い
。
ち
な
み
に
、
藤
本
説
の
定
家
筆
四
半
本

源
氏
物
語
の
忠
実
な
転
写
本
と
し
て
大
島
本
を
位
置
づ
け
る
考
え
方
は
池
田
亀
鑑
の
研
究
（『
源
氏
物
語
大
成　

巻
七　

研
究
資
料
編
』

中
央
公
論
社
、
一
九
五
六
年
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
源
氏
物
語
研
究
史
に
お
い
て
は
す
で
に
、
大
島
本
本
文
の
不
純
性
が
多
く
の
論

文
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
し
、
そ
も
そ
も
青
表
紙
本
と
い
う
も
の
の
性
質
の
不
明
瞭
さ
も
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
。
藤
本
説
は
源
氏
物
語

の
研
究
史
を
踏
ま
え
て
い
な
い
徒
花
で
あ
る
。

な
お
、
批
判
説
と
そ
の
論
拠
の
詳
細
は
、
佐
々
木
孝
浩
氏
「『
源
氏
物
語
』
本
文
研
究
の
蹉
跌

─
「
若
紫
」
帖
発
見
報
道
を
め
ぐ
っ

て

─
」（『
日
本
文
学
』
二
〇
二
〇
年
七
月
）、
同
氏
（『
日
本
古
典
書
誌
学
論
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
六
年
）、
新
美
哲
彦
氏
「
新
出

「
若
紫
」
巻
の
本
文
と
巻
末
付
載
「
奥
入
」

─
定
家
監
督
書
写
四
半
本
『
源
氏
物
語
』
と
の
関
係
を
中
心
に
」（『
中
古
文
学
』
第
一
〇

六
号
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。



六
三

定
家
筆
源
氏
物
語
奥
入
の
新
出
断
簡
に
ち
な
ん
で
（
池
田
）

六　

定
家
筆
奥
入
と
六
半
本
源
氏
物
語

こ
の
定
家
筆
奥
入
部
分
に
つ
い
て
岸
本
理
恵
氏
は
、「
…
…
大
部
分
が
定
家
の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
時
に
ま
と
ま
っ
た
も
の

と
し
て
書
き
上
げ
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
判
明
す
る
そ
の
都
度
書
き
加
え
、
あ
る
い
は
一
度
書
い
た
も
の
に
後
か
ら
更
に
手
を
加
え

る
な
ど
、
何
度
も
追
加
・
修
正
を
加
え
た
様
子
が
見
て
取
れ
る
。」
と
さ
れ
、
か
つ
、
奥
入
部
分
に
も
、
松
風
巻
の
和
歌
な
ど
、
定
家
な

ら
ざ
る
側
近
に
よ
る
書
写
の
部
分
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
奥
入
の
本
体
で
あ
る
六
半
本
源
氏
物
語
に
つ
い
て
も
、「
…
…

本
文
は
現
存
す
る
部
分
の
全
て
が
側
近
筆
で
、
切
り
取
ら
れ
ず
に
残
っ
た
わ
ず
か
な
部
分
に
、
定
家
は
私
家
集
の
場
合
に
比
べ
て
数
多
く

の
訂
正
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
六
半
本
を
奥
入
部
分
か
ら
切
り
離
す
以
前
、
定
家
は
こ
の
本
を
手
許
に
置
い
て
『
源
氏
物
語
』

の
研
究
を
重
ね
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。」
と
さ
れ
た
（「
藤
原
定
家
の
監
督
書
写
と
和
歌
研
究
」『
国
語
国
文

─
九
八
六
号

─
』
二
〇
一
六
年
一
〇
月
）。
客
観
的
根
拠
を
示
さ
れ
て
の
論
述
で
首
肯
さ
れ
る
。

嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
二
月
一
六
日
（
六
四
歳
）
に
完
成
し
た
六
半
本
源
氏
物
語
は
、
そ
れ
以
来
奥
入
が
切
り
離
さ
れ
る
天
福
元
年

（
一
二
三
三
）
一
〇
月
一
一
日
の
定
家
出
家
（
七
二
歳
）
の
時
ま
で
、
い
や
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
後
ま
で
、
長
い
年
月
に
わ
た
り
定
家
の
手

で
本
文
校
訂
が
加
え
ら
れ
、
か
つ
奥
入
に
も
定
家
出
家
（
七
二
歳
）
よ
り
後
ま
で
加
筆
・
訂
正
を
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
長
き
に

わ
た
る
源
氏
物
語
研
究
の
大
成
と
し
て
、
家
の
証
本
と
し
て
作
ら
れ
た
の
が
、
四
半
本
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

付
記　

�

本
誌
前
号
（
第
一
二
七
号
）
拙
稿
「
新　

古
筆
資
料
の
年
代
測
定
Ⅲ
」
四
八
頁
六
行
目
、「
十
巻
本
歌
合
の
実
年
代
で
あ
る
一
一
五
〇
年
頃
」
と

な
っ
て
い
る
が
、「
一
〇
五
〇
年
頃
」
が
正
し
い
。
こ
の
場
を
借
り
て
訂
正
し
て
お
く
。


